
けんせつ清瀬久留米 第414号（1）2011年 1 月13日

発　行　所
東京土建一般労働組合
清瀬久留米支部機関紙

〒203－0054 東久留米市中央町5－10－17
TEL 042－473－8751  FAX 042－473－8753

http://www.tokyodoken.info/
発行者　鈴 木 勝 雄
編集者　角 毅 征

委員長　石垣雅之

鳩
山
内
閣
の
崩
壊
後
誕
生
し

た
菅
内
閣
は
、「
国
民
の
生
活

が
第
一
」
か
ら
大
企
業
の
国
際

競
争
力
重
視
へ
と
自
民
党
政
権

の
進
め
て
き
た
「
構
造
改
革
」

路
線
へ
転
換
し
ま
し
た
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
多
く
の
仲
間
の
皆
様

に
、
様
々
な
取
り
組
み
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
12
月
24

日
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夜
、
消

費
税
法
案
が
成
立
し
て
す
で
に

22
年
と
い
う
月
日
が
た
ち
ま
し

た
。こ

の
日
は
全
都
で
『
消
費
税

増
税
反
対
』
一
斉
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

昨
年
好
評
だ
っ
た
サ
ン
タ
の

衣
装
や
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
の
大

宣
伝
行
動
を
今
年
も
、清
瀬
市
、

東
久
留
米
市
の
両
市
で
行
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
両
市
合
わ
せ
て
20

名
、
35
筆
の
署
名
を
集
め
ま
し

た
。深

沢
市
議
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
姿
や
、
参
加
者
全
員
が
衣
装

を
ま
と
い
、
今
年
最
後
の
消
費

税
反
対
駅
頭
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

ビ
ラ
の
配
布
は
、
清
瀬
市
は

飴
玉
を
つ
け
て
配
る
な
ど
独
自

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
配
布
を
行

い
、
両
市
に
て
1
6
0
0
枚
を

配
布
し
ま
し
た
。
手
の
悴
む
な

か
、
市
民
の
方
々
の
反
応
も
良

く
、
消
費
税
増
税
へ
の
不
安
も

市
民
の
中
で
段
々
増
え
て
き
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

清
里
分
会
　
鈴
木
勝
雄

東
久
留
米
市
で
も
制
定
に
向
け

取
り
組
み
を
強
め
て
行
き
ま

す
。土

建
国
保
を
守
る
取
り
組
み

で
は
、
は
が
き
要
請
、
国
・
都

へ
の
要
請
、
集
会
を
重
ね
、
厳

し
い
情
勢
の
中
で
も
ほ
ぼ
満
額

の
補
助
金
を
獲
得
で
き
ま
し

た
。
政
府
の
「
仕
分
け
」
に
よ

る
就
業
実
態
調
査
に
も
的
確
に

対
処
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

組
織
と
運
動
の
更
な
る
発
展

を
目
指
し
、「
明
る
く
、
楽
し

く
、
元
気
良
く
」
を
合
言
葉
に

本
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

委
員
長
　
石
垣
雅
之

私
達
の
生
活
に
つ
な
が
る
社

会
保
障
・
福
祉
は
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
、
大
企
業
減

税
・
消
費
税
増
税
も
現
実
の
も

の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

北
朝
鮮
門
題
や
近
隣
の
領
土
を

め
ぐ
り
、
日
米
同
盟
の

進
化
、
戦
争
の
で
き
る

国
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

公
共
工
事
と
建
設
産

業
の
縮
減
政
策
の
も
と

で
建
設
不
況
（
デ
フ

レ
・
円
高
・
消
費
）
は

さ
ら
に
進
み
、
私
た
ち

の
仕
事
は
落
ち
込
み
、

賃
金
・
単
価
も
下
が
り

ま
し
た
。
ま
た
建
設
に

携
わ
る
労
働
者
の
数

は
、
十
年
前
の
七
割
を

今
年
も
、
北
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

5
支
部
の
青
年
部
員
が
集
ま
っ

て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
30
歳

ま
で
の
青
年
層
組
合
員
と
そ
の

家
族
で
す
。
バ
ス
を
貸
し
切
っ

て
の
1
泊
ツ
ア
ー
で
す
。ぜ
ひ
、

参
加
し
て
下
さ
い
。

と
き：

2
月
25
・
26
日
（
土
・

日
）

と
こ
ろ：

草
津
国
際
ス
キ
ー
場

申
し
込
み
用
紙
を
分
会
に
配
布

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
担
当
書
記
　
山

内
　
ま
で
。

割
り
、
と
り
わ
け
二
五
才
未
満

の
若
い
人
た
ち
は
三
割
に
ま
で

激
減
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
春
と

秋
の
拡
大
月
間
で
は
、
書
記
、

役
員
を
中
心
に
多
く
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
仕
事
や
暮
ら
し
の
厳
し
さ

か
ら
組
合
を
脱
退
し
て
ゆ
く
仲

間
が
後
を
絶
た
ず
、
今
年
も
さ

ら
に
拡
大
運
動
と
、
脱
退
を
防

ぐ
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。賃

金
単
価
を
守
る
公
契
約
条

例
（
法
）
を
求
め
る
運
動
で
は
、

野
田
市
を
始
め
川
崎
市
・
国
分

寺
市
で
も
制
定
さ
れ
、
三
多
摩

で
も
多
く
の
自
治
体
で
検
討
が

始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
清
瀬
・

2月27日（日）
午前8時55分～午後2時（予定）
東京土建清瀬久留米支部会館

詳しくは支部にお問い合わせください
TEL 042-473-8751

丸のこ等取り扱い作業
従事者特別教育講習
日程

時間

場所

撮影 北浅分会 小野定康

青
年
部

けんせつ
清 瀬 久 留 米
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昨年は情勢の厳しい中、仲間との団結を図り諸活動にご協

力いただき有難う御座いました。

本年も引き続き厳しい情勢が続くことが考えられますが、

厳しい情勢でこそ仲間との団結力が大きな力・支えになると

きです。

仲間同士の団結力で不況を吹き飛ばし組合の前進を勝ち取

るため今年度も宜しくお願い致します。

新年明けましておめでとう御座います。
松竹分会は少人数の分会です。
まとまりが良く、忘年会などは家族参加の組合員さんも多

く、毎年分会の半数以上の参加で盛り上がります。
住宅デーでも組合員の参加も多く、主婦の会の応援もあり、

受付と昼食の支度は、毎回主婦の会の方々に助けられています。
また毎回、他分会の仲間も手伝いに駆けつけてもらい、と

ても賑やかです。
今年も宜しくお願い致します。
松竹分会　天野俊昭

支部、各分会新年のお喜び申し上げます。
元塩分会として決起ある年にするため、うさぎのように飛

び跳ね、飛躍する年になるよう分会として頑張ります。
また、組合員家族の健康と御多幸をお祈り申し上げます。
元塩分会　小林博征

2011年本年も宜しくお願いします。
2010年度は組合分会も激動の年であったと思います。予算

要求ハガキ、企業交渉、署名、就業実態調査など旺盛に取り
組み、さらに東京土建に欠かせない諸要求実現を目指し、仲
間を増やす運動も共に乗り越えた一年ではないかと思います。
今思えば、仲間一人一人が、仕事の少ない、または無い状

態で生活が大変であったにも関わらず気持ちを頑張りにかえ、
よくやれたと思います。
2011年も命や暮らし、仕事をどう守り、要求していくか、

困難を仲間と共に団結力を発揮して更に頑張っていきたいと
思います。
滝山分会　秋元進一

昨年度は組合の仲間の皆さんと色々な行事に参加させてい
ただき有難う御座いました。
不況という霧の中でもがいていた昨今ですが、2011年度こ

そ助け合いの組合、団結目指して頑張ります。
以前の花の清里分会復帰を目指して、又役員の若返りも先

輩役員の協力を得ながら実行します。
そして今年の干支、うさぎのようにピョンピョン飛び跳ね

る飛躍の年でありますように　“今年も頑張るぞー”
清里分会　品川安博
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支部組合員、家族の皆様、新年あけましておめ
でとうございます。
昨年、南町分会は30周年を迎えることが出来ま

した。就業実態調査を含め土建国保を守る活動、
拡大運動、仲間の仕事確保につなげる為、住宅デ
ーではエコポイントを大題的に取り上げ活気ある
住宅相談を行なうなど、様々な組合要求運動を展
開してきました。
今年度も建設不況でいっそう厳しい状況に置か

れる事が予想されますが、仲間同士の団結を強め
不況を吹き飛ばし組合の前進を勝ち取るため今年
度も希望（いつか必ずまじめにはたらく労働者が
報われる社会が実現できる）を持って共にがんば
っていきたいと思います。
南町分会　綱島豊

明けましておめでとうございます。
昨年はこの不況の中様々な行事、拡大とご協力いただきあ

りがとう御座いまして。
我ら青空分会は組合員、主婦の会の方々が本当に協力的で

助かっております。
本年も青空分会を盛り上げていきましょう。
青空分会　時任和幸

昨年は毎度の事ながら4月の拡大に始まり拡大
で終わったように思う、拡大一色で長く感じまし
た。
しかし、その割に結果は良くなく、組合員宅を

回っても対象者は上がらず、拡大行動参加者も限
られた人ばかりで反省点が多く、拡大で回っても
不景気で職人をやめた人、仕事が思うようにない
人、組合に入りたいが組合費が問題の人など様々
でした。
そんな厳しい世の中でも土建全体の住宅デーは

信頼を得たのか、心待ちにしている人が多くいま
す。その為不況の影響があるなか、住宅デーは成
功でした。
北浅分会では拡大行動の忙しい合間に行った分

会一日旅行の潮干狩りでは参加者全員
が満足する収穫で大成功でした。
今年も不況が続くと思われますが、

昨年にもまして拡大行動や組合活動を
頑張ろうと分会でも宣言しました。
今年は良い年でありますように。
北浅分会　五十嵐留夫

新年明けましておめでとうございます。
三葉分会も三分会が一つになって250余名の大分会になりま

したので、分会長として出来るだけ多くの組合員さんの住居、
名前、顔を覚えるのに春・秋の拡大月間には日曜一日行動を
何回か行いました。
夜間行動では時間的制限があります。昼間の訪問ではゆっ

くりお話もでき、名刺も渡し、顔も覚えて貰えたのではない
かと思います。
それでもまだお会いしていない組合員さんが多数いますの

で、これからも日曜一日行動を多く実施するように努力しま
す。
今年一年、皆様にとって少しでも良い年になりますように

お祈り申し上げます。
三葉分会　井上晃
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12
月
12
日
（
日
）
快
晴
な

が
ら
も
時
折
突
風
で
テ
ン
ト
が

め
く
れ
る
中
、
毎
年
行
列
の
で

き
る
清
里
分
会
忘
年
会
兼
、
も

ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。途

中
、
突
風
で
テ
ン
ト
が
め

く
り
あ
が
る
と
い
っ
た
事
件
も

あ
り
ま
し
た
が
、
テ
ン
ト
の
場

所
を
移
動
し
て
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
昼
過
ぎ
に
は
風
も

穏
や
か
に
な
り
、
無
事
に
も
ち

つ
き
大
会
を
始
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
体
で
40
名
を
超

え
る
参
加
で
、
支
部
教
宣
部
よ

り
、
も
ち
つ
き
大
会
の
様
子
を

撮
影
し
に
、
北
浅
分
会
の
小
野

師
走
の
時
期
に
愛
知
県

東
栄
町
の
「
御
園
花
祭
り

保
存
会
」
の
皆
さ
ん
が
国

の
重
要
無
形
民
族
文
化
財

を
東
京
で
も
伝
承
し
よ
う

と
、
今
年
も
12
月
11
日

（
土
）
に
奥
三
河
か
ら
鬼

さ
ま
達
が
、
滝
山
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。

一
人
の
男
の
子
が
御
園

小
学
校
に
山
村
留
学
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
18
年

前
滝
山
小
学
校
の
図
書
館

で
第
1
回
が
開
催
さ
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。

縁
あ
っ
て
「
花
祭
り
を

見
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
誘

わ
れ
た
の
が
13
年
程
前
だ

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
は
滝
山
コ
ミ

ま
し
た
。

つ
き
て
は
老
若
男
女
。
合
わ

せ
て
は
古
名
孝
二
が
担
当
し
ま

し
た
。
寒
い
中
、
子
ど
も
の
に

ぎ
や
か
な
声
も
あ
り
、
用
意
し

た
様
々
な
種
類
の
お
餅
も
、
あ

っ
と
い
う
間
に
お
腹
の
中
。

他
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行

い
、
当
た
っ
た
外
れ
た
で
大
賑

わ
い
で
し
た
。

子
供
に
混
ざ
り
童
心
に
返

り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
送
り
ま

し
た
。

最
後
は
来
年
も
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
乾
杯
を
行
い
、
忘
年
会
兼
も

ち
つ
き
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

清
里
分
会
　
品
川
安
博

定
康
カ
メ
ラ

マ
ン
の
参
加

も
あ
り
、
盛

大
に
行
わ
れ

定
期
的
に
群
会
議
で
の
チ
ラ

シ
配
布
を
行
っ
て
い
る
『
山
形

お
き
た
ま
産
直
セ
ン
タ
ー
』。

組
合
員
2
8
7
名
中
1
9
0
名

が
米
生
産
者
で
す
。
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
お
米
・
野
菜
作
り

を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
年
末
に

な
る
と
、
山
形
か
ら
事
務
局
の

方
と
役
員
さ
ん
が
ご
挨
拶
に
来

て
く
れ
ま
す
。
私
の
年
末
の
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
農
作
業

で
の
色
々
な
話
を
伺
い
ま
す

が
、
自
分
が
毎
日
食
べ
て
い
る

お
米
の
生
産
者
の
方
と
お
話
し

す
る
の
は
感
慨
深
く
、
嬉
し
い

も
の
で
す
。「
今
年
の
新
米
と

て
も
良
い
出
来
で
す
！
」
と
の

こ
と
。
確
か
に
美
味
し
い
…
早

速
宣
伝
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

ご
自
宅
用
の
定
期
購
買
は
勿

論
で
す
が
、
お
試
し
一
回
の

み
・
2
、
3
ヶ
月
に
一
回
・
イ

ベ
ン
ト
時
に
ま
と
め
て
・
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
お
野
菜
ボ
ッ
ク
ス
な

ど
様
々
な
形
で
利
用
し
て
頂
け

ま
す
。
注
文
は
個
人
か
ら
で
も

支
部
経
由
で
も
可
能
で
す
。
ご

興
味
あ
る
方
は
是
非
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

職
員
　
木
田
恵

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

室
内
で
行
わ
れ
規
模
が
小

さ
か
っ
た
が
、
無
病
息
災

や
豊
作
を
祈
願
し
、
新
し

い
清
ら
か
で
力
強
い
魂
を

復
活
さ
せ
る
た
め
、
鬼
さ

ま
の
舞
の
迫
力
は
伝
わ
っ

て
き
た
。
10
年
目
の
年
に

初
め
て
野
外
で
行
う
こ
と

に
な
り
、
8
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ま
つ
り
に

協
力
す
る
こ
と
で
、
東
京

土
建
が
地
域
に
と
け
こ
め

る
良
い
機
会
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

滝
山
分
会
　
山
岸
妙
子

山形おきたま産直センター

7
月
よ
り
皆
様
に
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
、
就
業
実
態

調
査
に
お
い
て
、
支
部
へ
の

電
話
相
談
が
相
次
い
で
お
り

ま
す
。

電
話
だ
け
で
の
相
談
で
は

困
難
な
状
態
で
す
の
で
、
個

別
の
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。ま

だ
未
提
出
の
方
は
早
急

に
支
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
記
入
の
仕
方
や
添
付

書
類
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

お
困
り
の
方
は
お
早
め
に
支

部
へ
電
話
に
て
ご
予
約
の
上

お
越
し
下
さ
い
。

当
日
の
持
ち
物
は
・
就
業

実
態
申
告
書
・
印
鑑
・
必
要

添
付
書
類
（
わ
か
ら
な
い
場

合
は
相
談
会
後
日
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
越
し
に
な
る
前
に
事
前

に
支
部
に
て
ご
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い

支
部
連
絡
先：

T
E
L

0
4
2
―
4
7
3
―
8
7
5
1

就
業
実
態
申
告
書

提
出
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ


